
従来の検査機では出来なかった
欠陥種ごとの詳密な分類が可能に！
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欠陥の誤検知・過検知による機械停止が減る！
製品品質に問題のない「製品のバタつき」や「製品端のエッジ」を検査機が検出し、
その都度警報が鳴り機械が停止してお困りのお客様へ

人的コストと検査のばらつきが減る！
欠陥の見極めを人が目視で行っているため、検査にバラつきが出てしまうことお困りのお客様へ



ご利用いただいている検査装置のデータを利用してAI導入のシュミレーションが可能です。
分類の精度のほかに、生産効率の改善、作業員の工数改善見込みなどをお聞きした情報より試算し、ご提案します。

AI導入ご提案内容
インラインでの導入

〈特長〉 〈特長〉

検査中にAIで欠陥種分類を実施 検査後にAIで欠陥種分類を実施

オフラインでの導入
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AI機能  導入までの流れ

AI導入用教師データ準備

学習モデル作成

学習モデル精度評価

教師データ最適化

導入準備・システム設計

導 入 運 用

分類したい欠陥種ごとに
画像データを準備

教師データを用いて
学習モデルを生成

テストデータを用いて
学習モデルの正解率を確認

正解率が低い場合は
教師データの見直し・追加

教 師 デ ー タ

欠陥の特徴を
自動で学習させる
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・秒間200個のリアルタイム判定
・機械停止やマーキングと連動可能
・既存装置のバージョンUP※一部の機種は除く
・常駐監視が不要・稼働率改善

・製品（ロット）合否判定が可能
・複数検査装置の結果に対し判定可能
・既存装置の改造不要


